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～それからのひとりごと 

① 子どもたちのスタートライン～ 
 

 東北大震災直後の帰国ということで、飲

料水などがスーパーから消えてしまった＆

新生活のための家電、車も計画通りには揃

わないという複雑な状況での日本生活が再

スタートしました。ふたを開けてみると、

ナーバスな気持ちを抱えている大人とは正

反対に、日本語が通じるという環境に喜ん

でいたのが子どもたち。 

 

 我が家の子どもたちは新中学生と年長さ

ん。長男のにいちゃんは以前通っていた小

学校区内の中学校に進学だったので、知っ

ている友だちがほとんどという環境でし

た。なので、特別緊張していたようでもな

く、春休みの間から公園に通って友だちと

野球などをしていたので、新しい環境にす

んなり馴染むことができました。ただ、ベ

ルギーでのお友だち、想い出は特別なもの

らしく（にいちゃんはブラッセル日本人学

校に在籍しておりました）、お互いの存在

を受け入れあえる仲間、環境がとても居心

地のいいものだと実感しているようです。 

 

 新しい学校環境、部活動、塾と忙しい毎

日のにいちゃん。新生活スタートのための

準備とペースを整えるための時間のやりく

りと、とにかく忙しい親。そんな中、にい

ちゃんが中学に入学して１週間ほどたった

ある日、家のベルが鳴ったのです。たまた

ま家にいたパパに出てもらうようにお願い

すると、慌てふためき戻ってくる。

「何？？？」私に出てくれとアワアワする

パパ。玄関に行ってみると可愛らしい女子

中学生の2人組。“にいちゃん”はいない

でしょうか？と聞かれ、ノートを買いに友

だちと近くのスーパーに行ったわよと伝え

ると、去っていった。「なんの用事だった

んだろう･･･（ワクワク）」でもなあ、ま

さかなあ･･･。帰宅したにいちゃんに「ね

え、○○ちゃんって知ってる？？」と尋ね

ると、慌てふためくにいちゃん。問い詰め

ると、どうもスーパーで呼び出しされて告

白されたらしい。（ひょえ～）悲しいか

な、正直そんなの慣れていないにいちゃ

ん。その子のことはよく知らないと丁重に

お断りしたようです。確かに可愛かったけ

どね、まずはどんな子か分からない状態で

お付き合いしてもねえ･･･って、まだ中学

１年生じゃん～！！お友だち情報によると

もうすでにカップルなんてのもいるらしい

という話･･･。その手（笑）の情報は進ん

でいて、にいちゃんが毎日いろいろ話して

くれるもんだから（笑）、それに対して答

える方も内心アワアワしているので

す･･･！「まだ早いよね～」なんて思って

いた事に向き合う時間が増えてきました。 

 
 かたや、次男坊りょりょ、はじめての日

本の幼稚園。面接に行った時、園内に靴で

上がろうとして制止。「そうだよね～ベル

ギーの園では脱がなくてもよかったもん

ね。う～･･･」園長先生との面談の中で積

み木を「絵のように積んでね」といわれる

と、どうしたらいいのかさっぱりのりょ

りょ。自由奔放に育ててきたツケがちら

り･･ ･（笑）。そして、ベルギーでは

（りょりょはフラマン語の幼稚園に通園し

ていました）日本と違ってスキンシップも

密だったせいか、通園し始めた頃は何かと

お友だちにべったりからんだり、ちょっか

いを出していたようです。でも半年経って

日本語の語彙も広がり（フラマン語はあり

がとうと数字が少しだけ言えるという状態

でしたｰ笑）、お友だちとの接し方も、

ちょっとは相手に合わせる場面もみられる

ようになってきました。ただ、基本個人主

義、マイペースの次男。周りの子と違うな

と感じるのは、群れなくても平気なこと。

これもベルギーで培われたものなのかな

と。りょりょとの会話は、と～ってもの

ほほんとしていられる癒しの時間でもあ

ります。 

 

 我が家の子どもたち、すんなりと久しぶ

りの日本に順応したようですが、今までの

周りの子どもたちとはちょっと違うカンジ

に戸惑いもかい間見えます。ベルギーにい

るときと比べて子どもたちだけの世界が大

きくなっているので、こちらも忙しいので

すが、ご飯の時、寝る前など気にかけて

「今日はどうだった～？」と声を掛けてい

こうと思っています♪ 
 

 私のブログでもご存知の方

が多いと思うのですが、2011
年3月に帰国。そして、あっと

いう間に半年経ってしまいま

した。大好きなプチポワさん

から、帰国してからの子ども

たちの様子などをレポートし

ていただければ・・とお誘い

を受け、書かせていただくこ

とになりました。 

筆者：あーたん 

夫、子ども2人の4人家族。駐在員

妻として2年半ベルギーに滞在。

ベルギーでの日常生活を人気のブ

ログで語っていた。2011年3月に

帰国。http://asahia.jugem.jp 
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